














































































軌道/磁気秩序状態に対する圧力効果を調べたo X線回折実験は当研究室およびKEK Photon Factoryに設
置された4軸回折計､中性子回折実験はJRR13に設置された3軸分光器TOPANを用いて行ったo試料は
Floating Zone法によって作製された良質なYVO3, TbVO3単結晶を用いた｡
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論文審査の結果の要旨
ベロブスカイト型遷移金属酸化物RMO,(R:希土類金属､ M:遷移金属)及びそのキャリアドープされた
系は､強い電子相関効果に基づく多くの興味深い物性を示すo特に､遷移金属イオンが軌道自由度を持っ
場合には､軌道自由度と電荷･スピン自由度との相互作用や格子との間の強い結合による新奇な現象が報
告されているoバナジウム酸化物RVO凋3d2電子配置に起因して軌道自由度を有する典型的な物質であ
るo興味深いことに､ Rイオンの種類と温度によって､ G-00およびC-ooと称される二種類の軌道秩序
相を移り変わることが知られている｡しかし､この軌道秩序相の転移を支配する物理パラメータは明らか
にされていない｡
本論文の目的は､静水圧力をパラメータとしてRVO,の結晶構造と磁気構造を観測することにより､軌
道秩序構造を支配する要因を明らかにすることにあるo具体的には､異なる軌道秩序相を基底状態として
有するTbV03とYv03を対象として､低温高圧下での単結晶X線･中性子回折実験を行い､格子定数､
G-00相でのみ現れる(401)反射強度､および中性子の磁気反射強度の温度依存性を精密に測定し､軌道及
び磁気秩序構造の圧力依存性を調べた｡実験上特筆すべきことは､ 10GPaに及ぶ高圧領域まで約0.15GPa
の精度で圧力を一定に保-たまま､室温から20Kまでの広い温度領域においてⅩ線回折強度を測定する
ことのできる低温高圧下X線回折測定システムを完成させたことである｡実験の結果､ TbVO,の基底状
態が約2GPaでG-00からC-ooへ相転移することを見出した〇一万､ Yv03においては圧力と共に中間
温度相であるG-00相から低温相であるcl00相への転移点が上昇し､約6GPa以上ではG-00相が消滅
した｡ TbV03とYv03の圧カー温度相図は圧力軸を約2GPaずらすことでほぼ重なった｡以上の結果から､
圧力下においてはG型と称される反強磁性構造を伴ったC-oo相が安定化することを明らかにした｡本
論文では､これをR置換効果と比較して､軌道･磁気秩序転移が-電子バンド幅では理解できないこと
を明確に示している｡さらに､それに変わる支配要因としてR3･イオンとV3十イオンあるいはR3･イオンと
02~イオンの間の混成効果を提案している｡
本論文の成果は､強相関電子系における軌道･磁気状態に関する基礎的研究として学問的に高く評価で
きるoまた､このことは本人が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示
しているo従って､備前大輔提出の論文は､博士(理学)の学位論文として合格と認める｡
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